


　

こ
の
た
び
、
セ
デ
ィ
ア
財
団
で
は
第
１
回
全
国
小
学
生
「
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
と
水
」
か
べ
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
集
を
発

刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
水
」
に
つ

い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
は
じ
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
予
想
を
上
回
る
４
，３
４
０
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
水
が
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
、

大
切
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
ど
れ
も
水
に
つ
い
て
懸
命
に
考

え
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
力
作
で
、
そ
の
探
究
心
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
水

へ
の
学
び
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
日
本
で
は
、
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
き
れ
い
で
安
全
な
水

を
飲
む
こ
と
が
当
た
り
前
で
す
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
必
ず
し

も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
が
生
活
す
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
こ
の
「
水
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
い
う
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
未
来
の
担
い
手
と
な
る
、
若
い
皆
さ
ん

の
た
め
に
も
、
来
年
度
以
降
も
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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1
東京都 江東区立越中島小学校宮城県 仙台市立寺岡小学校

群馬県 桐生市立新里東小学校

山﨑　加琳さん　石原　桃子さん
市川　瑛夢さん　柗島　功誠さん
福田　はなさん　桒原帆乃花さん
日下このはさん　小林陽夏乃さん

公益財団法人セディア財団より、
賞状、記念盾、副賞の授与を行い
ました。

学校
奨励賞

学校
奨励賞

最優秀賞



　

今
回
の
応
募
作
品
に
対
す
る
審
査
委
員
の
先
生
方
の
共
通
す
る
コ
メ
ン
ト
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

　

〇 

ど
の
作
品
も
、
子
ど
も
達
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

〇  

地
域
の
お
い
し
い
水
や
、
人
間
に
と
っ
て
の
水
の
大
切
さ
な
ど
、
上
下
水
道
以
外

の
異
な
っ
た
視
点
の
作
品
が
あ
り
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
水
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
も
と
に
し
て
、
水
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
姿
が
あ
っ
た
。

　

〇  

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
か
べ
新
聞
づ
く
り
を
通
し
て
、
水
の
大

切
さ
が
わ
か
り
、
そ
れ
を
支
え
た
ご
家
族
も
節
水
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

　

〇  

低
学
年
で
は
家
族
が
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
よ
う
な
作
品
が
、
ま
た
、
高
学

年
で
は
グ
ル
ー
プ
で
の
作
品
も
あ
り
、
同
じ
目
的
を
持
っ
て
み
ん
な
が
取
り
組
ん
で

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

〇  

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
生
懸
命
に
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
た
。

　

特
に
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
、
水
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
調
べ
、

そ
れ
ら
を
上
手
に
整
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
事
実
だ
け
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、「
そ
れ
ら
の
事
実
か
ら
何
が
わ
か
っ
た

か
」、「
自
分
は
ど
う
す
る
の
か
」
を
考
え
た
作
品
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
総
評

経 報過 告

作品募集 2015年5月下旬、全国の小学校5千校にご案内チラシ・ポスター・応募の手引
きなどを送付するとともに、日本経済新聞『NIKKEIプラス1』（5月30日発行）
に募集広告を掲載し、作品募集を開始しました。また、7月上旬には、後援各団
体への募集協力依頼と、事務局（プラスエム）のネットワークを通じて全国の
小学校に応募を呼びかけました。

応募総数 10月10日（土）の作品応募締め切り日までには、全国の小学生から4,340作品
（158校）もの力作が集まりました。

応募部門 応募数
小学校低学年の部 184作品
小学校高学年の部 4,156作品
応 募 総 数 4,340作品

セディア財団
特別賞の新設

第1回目の募集にもかかわらず、当初の予想を大幅に上回る4,340点もの優れ
た作品が寄せられたことを受けて、主催者では「セディア財団特別賞」（対象65
作品）を新設しました。

一次審査会 ［ 開催日 ］　10月22日（木）
部門（低学年／高学年）ごとに慎重な審査を行い、最終審査会ノミネート作品
42点（低学年の部7作品、高学年の部35作品）と、セディア財団特別賞候補作品
65点を選考。また、学校奨励賞には、優秀な作品を多数応募した学校2校の推
薦を行いました。

最終審査会 ［ 開催日・場所 ］　11月12日（木）　日本経済新聞社東京本社
一次審査会で絞り込まれたノミネート作品42点について厳正な審査を行い、
各賞を決定しました。
　※賞と賞品は31ページ参照
　※�一次審査会で選ばれた「セディア財団特別賞」候補作品65点を承認しまし
た。

　※一次審査会から推薦があった学校奨励賞2校を承認しました。

最終審査委員
（順不同・敬称略）

角屋�重樹�� 日本体育大学児童スポーツ教育学部教授（審査委員長）
北　�俊夫� 国士舘大学体育学部教授
坂本�正彦� 全国小学校社会科研究協議会会長
関根�正弘� 全国小学校理科研究協議会会長
齊藤　�純�� 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会会長
関口�修司� 全国新聞教育研究協議会理事長
渡邊　�元�� 公益財団法人セディア財団理事長

日
本
体
育
大
学
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
教
授

�

角
　
屋
　
重
　
樹

23



（注）「セディア財団特別賞」は、応募作品数が当初の見込みを大幅に上回ったことと、
優秀な作品が多かったことから、新たに設定された賞です。

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

群 馬 県 桐生市立新里東小学校 6年
山﨑　加琳・石原　桃子
市川　瑛夢・柗島　功誠
福田　はな・桒原帆乃花
日下このは・小林陽夏乃

アクアタイムス

最優秀賞

学校奨励賞

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名
低学年の部

岩 手 県 雫石町立下長山小学校 3年 櫻小路　葵 水新聞
千 葉 県 千葉市立都小学校 3年 新井　れな 水は宝物新聞

高学年の部
富 山 県 砺波市立砺波東部小学校 4年 中山　慧羽 中山新聞　水問題特別号
青 森 県 青森市立堤小学校 6年 佐藤　祐希 日本一おいしい水あおもり

優秀賞

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名
低学年の部

東 京 都 北区立滝野川小学校 3年 中山　莉桜 水道水なぞとき新聞
愛 知 県 刈谷市立小高原小学校 3年 篠原　公樹 わたしたちのくらしと水

高学年の部
東 京 都 墨田区立小梅小学校 4年 相原友季菜・松井　絹子 ワールドウォーター新聞
東 京 都 杉並区立桃井第四小学校 4年 吉武　心愛 水を守ろう
島 根 県 出雲市立北陽小学校 4年 岩橋奈都紀 斐伊川の水新聞
兵 庫 県 西宮市立香櫨園小学校 4年 大内　昭生・濵岡　諒太

横川　香花・相田　怜杏 水調べ実験新聞

徳 島 県 阿南市立桑野小学校 4年 東明　佑樹 わたしたちのくらしと水新聞
ぼくの家で使う水はどこからくるのかな？

千 葉 県 船橋市立飯山満小学校 5年 瀬戸　晴樹 わたしたちのくらしと水
岩 手 県 盛岡市立津志田小学校 6年 吉田　舜 くらしにかかせない水新聞
山 形 県 鶴岡市立朝暘第三小学校 6年 菅　　紫の VIOLET

佳　作

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名
低学年の部

東 京 都 墨田区立小梅小学校 3年 髙島　朱莉 べんり！！使いやすい！！水新聞
大 阪 府 大阪市立小松小学校 3年 中島もこな わたしたちのくらしと水新聞

高学年の部
青 森 県 五所川原市立三輪小学校 4年 奥田　大祐 おいしい水新聞
埼 玉 県 川口市立十二月田小学校 4年 長澤　伯 水新聞　夏号
埼 玉 県 狭山市立御狩場小学校 4年 佐藤　匠　・田島　美結

関口　成珠・金子　晴也 水新聞　私と水のくらし
埼 玉 県 星野学園小学校 4年 伊藤　莉心 水の命新聞　～かぎられた水について考えよう～
埼 玉 県 星野学園小学校 4年 小寺萌々葉 水新聞
千 葉 県 柏市立柏第一小学校 4年 白石　優空 水をまもる
千 葉 県 大多喜町立西小学校 4年 十河龍之介・稲熊　里

菅谷　由紀・渡邉　悠太 大切な水新聞
東 京 都 江東区立越中島小学校 4年 中原　充貴 大切な水新聞
東 京 都 墨田区立小梅小学校 4年 上原　快斗・中井　聖

皆川　幸生 水道まるわかり新聞
神奈川県 横浜市立桂小学校 4年 原　菜々香 水を知る新聞
神奈川県 藤沢市立天神小学校 4年 吉元　陽菜 水の旅新聞
愛 知 県 豊川市立小坂井東小学校 4年 佐藤　夏希 もっと大切にしよう！水新聞
京 都 府 京都市立山ノ内小学校 4年 伊坂　珠姫 水道水が出きるまで　浄水場新聞
兵 庫 県 西宮市立香櫨園小学校 4年 森　　祐月・若田部奏汰

谷岡　莉穂・島本　将 大事な資源　水
千 葉 県 船橋市立飯山満小学校 5年 大隈　慧寧 フレンド　フレンド
群 馬 県 伊勢崎市立赤堀南小学校 5年 角橋和佳奈 みず新聞－用水路について学ぶ－
埼 玉 県 さいたま市立大東小学校 6年 五十嵐　滉 みず新聞
広 島 県 東広島市立造賀小学校 6年 松尾　風優 考えてみよう！水新聞

努力賞

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名
低学年の部

神奈川県 横浜市立小坪小学校 1年 富吉　紗希 おいしい水ができるまで
岐 阜 県 養老町立広幡小学校 1年 矢野　晴菜 みずしんぶん
岩 手 県 一関市立厳美小学校 2年 阿部ゆうり 水新聞
東 京 都 墨田区立小梅小学校 3年 田端ひかり 水を勉強新聞
愛 知 県 名古屋市立自由ケ丘小学校 3年 李　　亜鑫 SEDIA環境新聞　わたしたちのくらしと水

高学年の部
北 海 道 札幌市立東光小学校 4年 前田　夢乃 水のひみつ？！新聞
北 海 道 札幌市立東光小学校 4年 理﨑志えな 学ぼう！下水新聞
北 海 道 登別市立富岸小学校 4年 上島　那月・成田　葵

川口　諒大・加藤　世凪 水を大切にしよう！水道新聞
青 森 県 青森市立浪岡野沢小学校 4年 小山　朋果 水・人・自然　新聞
青 森 県 五所川原市立三輪小学校 4年 長谷川結那 水を大切にしよう新聞
宮 城 県 仙台市立寺岡小学校 4年 香川　幹央 リユースウォーター新聞
宮 城 県 仙台市立寺岡小学校 4年 須田　陽向 世界の水新聞
宮 城 県 仙台市立寺岡小学校 4年 横岡　莉乃 新　雨・こうずい新聞
茨 城 県 結城市立結城西小学校 4年 新澤　心花 かすみがうら新聞～ラクスマリーナ湖上体験をして～
埼 玉 県 星野学園小学校 4年 市ノ川未来 水巡り新聞
千 葉 県 市川市立塩焼小学校 4年 上埜　結夏・木村　果穂

佐藤　まゆ 水友新聞

千 葉 県 浦安市立美浜北小学校 4年
須川　紗希・岡田　千夏
佐藤　胡桃・石井　絵梨
市川　優夏

きれいな水新聞

千 葉 県 柏市立柏第一小学校 4年 一ノ瀬花穂 もっと水を大切に！！手賀沼新聞
千 葉 県 柏市立柏第一小学校 4年 綱川あすみ　 すご！すご！水新聞
東 京 都 江東区立越中島小学校 4年 吉田　梓音 水を大切に使う工夫
東 京 都 杉並区立永福小学校 4年 荒井　夏葉 節水新聞
東 京 都 杉並区立高井戸小学校 4年 大内恵里子 水いろいろ新聞
東 京 都 豊島区立目白小学校 4年 齋藤　愛佳 水道の歴史新聞
東 京 都 小平市立小平第六小学校 4年 今　　彩乃 水エコ新聞
神奈川県 横浜市立桂小学校 4年 秋葉ももこ 横浜の水新聞
神奈川県 藤沢市立天神小学校 4年 浅野　結 生活で使う水新聞
神奈川県 藤沢市立天神小学校 4年 井上　瑠香 水は旅する新聞
神奈川県 横須賀市立望洋小学校 4年 枇杷橋希実 たくさん知ろう！！水新聞
新 潟 県 新潟市立大通小学校 4年 田澤　祐衣 自然の水新聞
富 山 県 高岡市立平米小学校 4年 塩谷　絢音 水を大切にしよう新聞
長 野 県 長野市立篠ノ井西小学校 4年 千明伊都子 工夫がいっぱい浄水場新聞　わたしたちのくらしと水
長 野 県 長野市立昭和小学校 4年 小林　平実 水の事新聞
長 野 県 上田市立神科小学校 4年 栁澤みのり　　 とってもおいしい上田市の水しんぶん
静 岡 県 焼津市立大富小学校 4年 赤堀　真子 キラキラ水新聞
静 岡 県 焼津市立大富小学校 4年 加藤　朝陽 水の回路新聞
愛 知 県 稲沢市立坂田小学校 4年 服部　美優 よごれた水のゆくえ
愛 知 県 豊川市立小坂井東小学校 4年 及部ももこ 水の大切さ伝えま新聞
愛 知 県 豊川市立桜町小学校 4年 増田　陽日 水道新聞
三 重 県 桑名市立多度青葉小学校 4年 石川　煌女 学べる水新聞
京 都 府 京都教育大学附属桃山小学校 4年 西田　翔太 伏見の名水しんぶん
大 阪 府 寝屋川市立桜小学校 4年 上堀　華凜 水を大切に水新聞
大 阪 府 寝屋川市立桜小学校 4年 渡邉　藍子 水のふしぎ水新聞
兵 庫 県 神戸市立花山小学校 4年 村岡　真帆 一てきの水新聞
兵 庫 県 加西市立富合小学校 4年 西村　美晴 みんなの水新聞
兵 庫 県 川西市立久代小学校 4年 藤木　亮汰・岸上　虎楠

海田　美優 水は大切に新聞　

兵 庫 県 宝塚市立高司小学校 4年 石田　敦也・秦　　颯大
廣田　葵　・山田　麗奈 水・水・水（ウォーターすいすい）新聞

奈 良 県 桜井市立安倍小学校 4年 吉本もあな　 ウォーター新聞
広 島 県 広島市立船越小学校 4年 地主　琉那 水新聞
広 島 県 広島市立船越小学校 4年 浜田　真衣 ウォーター新聞
広 島 県 庄原市立永末小学校 4年 藤岡　美優 知ってた？水新聞
広 島 県 府中町立府中南小学校 4年 西川　遥 命とくらしの大切な水新聞
広 島 県 府中町立府中南小学校 4年 槇尾　祐月 きれいな水道水新聞
徳 島 県 徳島市渋野小学校 4年 太田菜々香・新居なな帆 節水新聞（No.1／No.2）
徳 島 県 徳島市渋野小学校 4年 前垣　紗那・森　　彩衣 人と水のかかわり新聞
熊 本 県 氷川町立宮原小学校 4年 篠田　楓華 たんけん！浄水場新聞
鹿児島県 鹿児島市立鴨池小学校 4年 馬場　大誠 水の大切さ
鹿児島県 鹿児島市立吉野小学校 4年 中村　梨乃・十島さくら おしえて！！水のひみつ新聞
千 葉 県 船橋市立飯山満小学校 5年 楢崎　陽菜 水を大切に新聞
東 京 都 足立区立梅島小学校 5年 西本　凜 水の新聞
愛 媛 県 新居浜市立金子小学校 5年 渡邉　翼 水の［事に関する人・できる場所・つかい道］新聞
福 岡 県 筑紫野市立原田小学校 5年 手塚　伊吹 くらしと水新聞
千 葉 県 市川市立稲荷木小学校 6年 近藤　希音 わたしと水新聞
長 野 県 茅野市立金沢小学校 6年 北原　結和・小松恵利奈

小平くるみ 水とくらし新聞
大 阪 府 箕面市立東小学校 6年 吉田菜々花 世界の水
広 島 県 東広島市立造賀小学校 6年 日名田美空 水のゆくえ新聞

セディア財団特別賞（注）

都道府県 学校名
宮 城 県 仙台市立寺岡小学校
東 京 都 江東区立越中島小学校

審 結査 果
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ご紹介

最優秀賞 ………… 1作品
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努　力　賞 …………20作品
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選 評
　
水
の
大
切
さ
を
多
方
面
か
ら
取
材
し
、
そ
れ

ら
の
内
容
が
紙
面
に
構
造
的
に
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
変
優
れ
た
作
品
で
す
。
特
に
見
出
し

の
付
け
方
が
う
ま
く
、
か
べ
新
聞
の
読
者
に
対

し
て
訴
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分
担
し
、
協
力

し
合
っ
て
か
べ
新
聞
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
様

子
が
伺
え
ま
す
。

最
優
秀
賞
（
セ
デ
ィ
ア
財
団
賞
）

「
ア
ク
ア
タ
イ
ム
ス
」

群
馬
県
　
桐
生
市
立
新
里
東
小
学
校
　
六
年

�

山
　
﨑
　
加
　
琳
・
石
　
原
　
桃
　
子

�

市
　
川
　
瑛
　
夢
・
柗
　
島
　
功
　
誠

�

福
　
田
　
は
　
な
・
桒
　
原
　
帆
乃
花

�

日
　
下
　
こ
の
は
・
小
　
林
　
陽
夏
乃

　
水
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
読
ん
で
ど
ん
な
こ

と
を
記
事
に
す
る
の
か
を
考
え
た
り
、
家
で
書
く
だ
け
で

な
く
休
み
時
間
や
放
課
後
な
ど
を
使
っ
て
新
聞
を
仕
上
げ

た
り
し
た
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
達
成
感
が
も
の

す
ご
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

の
を
聞
い
て
最
初
に
思
っ
た
の
は
、「
み
ん
な
で
協
力
し

て
作
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
な
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
新
聞
を
作
る
こ
と
は
、
水
の
大
切
さ
が
わ
か
る
貴

重
な
体
験
で
し
た
。「
こ
の
新
聞
を
読
ん
だ
人
に
水
の
大

切
さ
が
伝
わ
れ
ば
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
「
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水

の
あ
り
が
た
さ
」
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

夏
休
み
を
使
っ
て
新
聞
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ど
の
子
も
、
水
に
関
す
る
体
験
や
節
水
に
取

り
組
ん
で
か
ら
記
事
を
書
き
ま
し
た
。
私
も
子

ど
も
達
も
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
新
聞
を
読
ん
で
、
少
し
で
も
多
く
の
人

が
水
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

指導の先生から

受賞者の声
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優秀賞
低学年の部低学年の部

　
水
の
循
環
や
外
国
の
水
事
情
に
つ
い
て
、
自
分
の
言
葉
で

大
変
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
出
し
の
付
け

方
や
記
事
の
構
成
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
も

効
果
的
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
全
体
と
し
て
見
や
す
い
作
品

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
私
は
『
水
』
に
つ
い
て
み
ん
な

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
、
調
べ
た
り
、
ま
と
め
た
り
す

る
の
が
と
て
も
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
全
国
で
優
秀
賞
と
な
っ
て
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
色
々

調
べ
て
み
て
、外
国
の
人
た
ち
は
、

日
本
の
よ
う
に
安
全
な
水
じ
ゃ
な

く
て
汚
い
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
外
国
の
人
た
ち
は
、

安
心
し
て
水
が
飲
め
な
い
の
が
と

て
も
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
水
道
の
じ
ゃ
ぐ

ち
を
ひ
ね
れ
ば
き
れ
い
な
水
を
飲

め
ま
す
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
は
水
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ゆ
う
し
ゅ
う
賞
に
え
ら
ば
れ

て
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

色
え
ん
筆
を
使
い
、
水
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
、
ポ
タ
リ
ち
ゃ
ん
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
新
聞
を
読
ん
だ
人

が
水
の
大
切
さ
を
知
り
、
新
し
い

工
夫
を
発
見
し
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
使
っ
て
い
る
様
子
を
観
察
し
た
り
、
水

の
使
い
方
を
実
験
し
た
り
し
て
、
毎
日
の
生
活
で
使
わ
れ
て

い
る
水
を
身
近
に
調
べ
、
そ
れ
を
も
と
に
記
事
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
見
出
し
や
写
真
の
配
置
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
る
優

れ
た
作
品
で
す
。

「
水
新
聞
」

岩
手
県
　
雫
石
町
立
下
長
山
小
学
校
　
三
年

�

櫻�

小�

路
　
　
葵

「
水
は
宝
物
新
聞
」

千
葉
県
　
千
葉
市
立
都
小
学
校
　
三
年

�

新
　
井
　
れ
　
な

優秀賞

選 評選 評

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声
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優秀賞
高学年の部高学年の部

　
水
問
題
を
地
球
環
境
や
国
際
紛
争
な
ど
、
地
球
的
視
野
か

ら
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
水
の
こ
と
を
私
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え

よ
う
と
訴
え
て
い
ま
す
。
記
事
の
構
成
が
四
年
生
と
し
て
レ

ベ
ル
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
水
の
お
い
し
さ
の
秘
密
を
成
分
、
水
源
、
浄
水
場

と
い
っ
た
観
点
か
ら
調
べ
て
、
そ
の
内
容
が
紙
面
に
効
果
的

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
を
育
て

る
内
容
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
中
山
新
聞
　
水
問
題
特
別
号
」

富
山
県
　
砺
波
市
立
砺
波
東
部
小
学
校
　
四
年

�

中
　
山
　
慧
　
羽

「
日
本
一
お
い
し
い
水
あ
お
も
り
」

青
森
県
　
青
森
市
立
堤
小
学
校
　
六
年

�

佐
　
藤
　
祐
　
希

優秀賞

選 評選 評

　
か
べ
新
聞
を
作
っ
て
お
う
ぼ
し

た
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

受
賞
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

読
み
た
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
見
出
し
を
工
夫
し
ま
し

た
。
楽
し
ん
で
作
れ
た
の
で
、
次

は
、
本
物
の
新
聞
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
い
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
青
森
の
水

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声
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低学年の部高学年の部

選 評

佳作佳作
「
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
新
聞
」

東
京
都
　
墨
田
区
立
小
梅
小
学
校
　
四
年

�

相
　
原
　
友
季
菜

�

松
　
井
　
絹
　
子

「
水
道
水
な
ぞ
と
き
新
聞
」

東
京
都
　
北
区
立
滝
野
川
小
学
校
　
三
年

�

中
　
山
　
莉
　
桜

「
水
を
守
ろ
う
」

東
京
都
　
杉
並
区
立
桃
井
第
四
小
学
校
　
四
年

�

吉
　
武
　
心
　
愛

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
水
」

愛
知
県
　
刈
谷
市
立
小
高
原
小
学
校
　
三
年

�

篠
　
原
　
公
　
樹

選 評

　
問
い
か
け
を
通
し
て
、
読
み
手
に
伝
え
た
い
安
全
な
水
道

水
が
ど
う
や
っ
て
で
き
る
か
や
、
大
切
に
使
い
た
い
と
い
う

自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
表
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
驚
き
や
疑
問
に
つ
い
て
調
べ
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
給
食
室
の
取
材
を
し
て
い
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
丁
寧
な
文
字
と
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　新聞という形にとらわれず、水を大切にしたい、その
ためには、海、山、川、木といった自然も大切にし、使
い方も工夫したいという思いを強く伝えています。

　
地
域
の
川
に
入
っ
て
調
べ
た
体
験
を
も
と
に
、
水
を
き
れ

い
に
す
る
工
夫
や
、
水
の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
と
見
出
し
の
工
夫
が
読
み
や
す

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

選 評

選 評

15 14



高学年の部高学年の部

選 評

選 評

　
地
域
を
流
れ
る
川
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で
訪
ね
て
、
川
床

の
砂
の
粒
の
大
き
さ
を
調
べ
た
り
、
ダ
ム
や
発
電
所
な
ど
の

施
設
を
調
べ
た
り
し
た
、
取
材
の
努
力
が
光
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
使
う
水
の
も
と
を
、
自
ら
の
足
で
た
ど
り
、
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
取
材
し
た
内
容
が
新
聞
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
見
出
し
を
工
夫
す
る
と
、
さ
ら
に
読
み
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
四
人
が
協
力
し
て
新
聞
を
作
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、
子
供
ら
し
い
疑
問
の
解
決
に
真
剣
に
取
り
組

む
様
子
や
ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

　「
な
る
ほ
ど
」
と
思
え
る
興
味
深
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

丁
寧
な
文
字
と
分
か
り
や
す
い
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
を
絞
る
と
、
さ
ら
に
統
一
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

佳作佳作
選 評

選 評

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
水
新
聞

ぼ
く
の
家
で
使
う
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
な
？
」

徳
島
県
　
阿
南
市
立
桑
野
小
学
校
　
四
年

�

東
　
明
　
佑
　
樹

「
斐
伊
川
の
水
新
聞
」

島
根
県
　
出
雲
市
立
北
陽
小
学
校
　
四
年

�

岩
　
橋
　
奈
都
紀

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
水
」

千
葉
県
　
船
橋
市
立
飯
山
満
小
学
校
　
五
年

�

瀬
　
戸
　
晴
　
樹

「
水
調
べ
実
験
新
聞
」

兵
庫
県
　
西
宮
市
立
香
櫨
園
小
学
校
　
四
年

�

大
内
　
昭
生
・
濵
岡
　
諒
太

�

横
川
　
香
花
・
相
田
　
怜
杏

17 16



高学年の部低学年の部

選 評

努力賞 佳作
「
べ
ん
り
!! 

使
い
や
す
い
!! 

水
新
聞
」

東
京
都
　
墨
田
区
立
小
梅
小
学
校
　
三
年

�

髙
　
島
　
朱
　
莉

「
く
ら
し
に
か
か
せ
な
い
水
新
聞
」

岩
手
県
　
盛
岡
市
立
津
志
田
小
学
校
　
六
年

�

吉
　
田
　
　
　
舜

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
水
新
聞
」

大
阪
府
　
大
阪
市
立
小
松
小
学
校
　
三
年

�

中
　
島
　
も
こ
な

「
V
I
O
L
E
T
」

山
形
県
　
鶴
岡
市
立
朝
暘
第
三
小
学
校
　
六
年

�

菅
　
　
　
紫
　
の

選 評

　「
消
火
活
動
と
水
」
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
取
材
を
も
と
に

し
て
ま
と
め
た
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
い
新
聞
に
な
り
ま
し

た
。
誰
に
取
材
し
た
か
を
明
記
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
新
聞
づ
く
り
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
生
活
を
振

り
返
り
、
水
を
大
切
に
使
う
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど

の
よ
う
な
努
力
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
か
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
読
む
人
の
目
を
引
き
付
け
る
色
使
い
や
見
出
し
の
文
字
に

加
え
、
イ
ラ
ス
ト
や
グ
ラ
フ
も
効
果
的
に
使
っ
て
い
ま
す
。

記
事
の
見
出
し
を
複
数
に
す
る
と
、
さ
ら
に
内
容
が
伝
わ
り

ま
す
。

　
新
聞
を
作
る
た
め
に
た
く
さ
ん
調
べ
、
そ
の
こ
と
を
人
に

伝
え
よ
う
と
、
絵
や
図
を
上
手
に
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
素

晴
ら
し
い
で
す
。
自
分
が
ど
う
考
え
た
の
か
が
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

選 評

選 評
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高学年の部高学年の部

選 評

努力賞 努力賞
「
水
新
聞
　
私
と
水
の
く
ら
し
」

埼
玉
県
　
狭
山
市
立
御
狩
場
小
学
校
　
四
年

�

　
佐
藤
　
　
匠�

・
田
島
　
美
結

�

関
口
　
成
珠
・
金
子
　
晴
也

「
お
い
し
い
水
新
聞
」

青
森
県
　
五
所
川
原
市
立
三
輪
小
学
校
　
四
年

�

奥
　
田
　
大
　
祐

「
水
の
命
新
聞

 

～
か
ぎ
ら
れ
た
水
に
つ
い
て
考
え
よ
う
～
」

埼
玉
県
　
星
野
学
園
小
学
校
　
四
年

�

伊
　
藤
　
莉
　
心

「
水
新
聞
　
夏
号
」

埼
玉
県
　
川
口
市
立
十
二
月
田
小
学
校
　
四
年

�

長
　
澤
　
　
　
伯

選 評

　
地
域
の
誇
り
で
あ
る
「
お
い
し
い
水
」
の
こ
と
を
何
と
か

伝
え
よ
う
と
、
上
手
な
見
出
し
で
読
み
手
を
引
き
つ
け
て
い

ま
す
。
水
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
三
つ
の
考
え
が
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
と
水
が
大
変
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
よ
く
調
べ
、
漫
画
や
ク
イ
ズ
な
ど
読
み
手
を
引
き
つ
け

て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
が
よ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
が
ど
れ
だ
け
水
に
依
存
し
て
い
る
か
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
問
い
か
け
や
絵
や

図
を
工
夫
し
、
自
分
の
考
え
が
し
っ
か
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
題
名
の
「
水
の
命
新
聞
～
か
ぎ
ら
れ
た
水
に
つ
い
て
考
え

よ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
限
り
あ
る
水
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
ま
す
。
主
張
に
沿
っ
た
見
出
し
を
考
え
て
い
て
、
説
得
力

が
あ
り
ま
す
。

選 評

選 評
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高学年の部高学年の部

選 評

努力賞 努力賞
「
大
切
な
水
新
聞
」

千
葉
県
　
大
多
喜
町
立
西
小
学
校
　
四
年

�

十
河
龍
之
介
・
稲
熊
　
　
里

�

菅
谷
　
由
紀
・
渡
邉
　
悠
太

「
水
新
聞
」

埼
玉
県
　
星
野
学
園
小
学
校
　
四
年

�

小
　
寺
　
萌
々
葉

「
大
切
な
水
新
聞
」

東
京
都
　
江
東
区
立
越
中
島
小
学
校
　
四
年

�

中
　
原
　
充
　
貴

「
水
を
ま
も
る
」

千
葉
県
　
柏
市
立
柏
第
一
小
学
校
　
四
年

�

白
　
石
　
優
　
空

選 評

　
昔
の
人
々
の
生
活
と
水
と
の
関
係
と
い
う
視
点
で
調
べ
た

新
聞
は
、
他
の
作
品
に
な
い
視
点
で
新
鮮
で
し
た
。
歴
史
的

な
視
点
で
水
を
調
べ
る
見
方
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　
四
人
の
子
供
た
ち
が
分
担
し
て
協
力
し
て
作
っ
た
新
聞

で
、
水
の
大
切
さ
を
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
節
水

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　
水
と
人
間
の
体
と
の
関
係
、
地
球
の
中
に
お
け
る
貴
重
な

水
の
役
割
か
ら
水
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
新
聞
で
す
。
水

を
守
る
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
水
を
貯
え
き
れ
い
に
す
る
水
源
林
の
し
く
み
が
、
絵
や
文

を
使
っ
て
よ
く
分
か
り
ま
す
。
最
後
の
ま
と
め
で
、
水
の
大

切
さ
と
水
を
有
効
に
使
う
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
点
も
印
象

に
残
り
ま
す
。

選 評

選 評
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高学年の部高学年の部

選 評

選 評

　
浄
水
場
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
質
問
を
し
て
学
ん
で
来
た

こ
と
を
、
働
く
人
の
頑
張
り
と
金
魚
に
焦
点
を
当
て
、
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

努力賞 努力賞
選 評

選 評

「
水
の
旅
新
聞
」

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
立
天
神
小
学
校
　
四
年

�

吉
　
元
　
陽
　
菜

「
水
道
ま
る
わ
か
り
新
聞
」

東
京
都
　
墨
田
区
立
小
梅
小
学
校
　
四
年

�

上
原
　
快
斗
・
中
井
　
　
聖

　
　
　
　
皆
川
　
幸
生�

「
も
っ
と
大
切
に
し
よ
う
！ 
水
新
聞
」

愛
知
県
　
豊
川
市
立
小
坂
井
東
小
学
校
　
四
年

�

佐
　
藤
　
夏
　
希

「
水
を
知
る
新
聞
」

神
奈
川
県
　
横
浜
市
立
桂
小
学
校
　
四
年

�

原
　
　
菜�

々�

香

　
人
間
の
体
内
に
あ
る
水
や
、
水
道
水
に
入
っ
て
い
る
水
の

成
分
を
調
べ
、
水
は
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
新
聞
で
す
。

　
水
が
無
く
な
ら
な
い
自
然
の
し
く
み
を
知
り
、
自
作
の
浄

水
器
を
作
っ
て
確
か
め
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
水
を
得
る
大

変
さ
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
川
の
水
に
関
わ
る
環
境
問
題
や
地
形
を
調
べ
、
編
集
後
記

に
書
い
て
あ
る
「
水
と
人
間
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
と
い

う
考
え
方
を
導
き
出
し
た
の
は
独
創
的
で
し
た
。
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高学年の部高学年の部

選 評

努力賞 努力賞
「
フ
レ
ン
ド
　
フ
レ
ン
ド
」

千
葉
県
　
船
橋
市
立
飯
山
満
小
学
校
　
五
年

�

大
　
隈
　
慧
　
寧

「
水
道
水
が
出
き
る
ま
で
　
浄
水
場
新
聞
」

京
都
府
　
京
都
市
立
山
ノ
内
小
学
校
　
四
年

�

伊
　
坂
　
珠
　
姫

「
み
ず
新
聞 

︱ 

用
水
路
に
つ
い
て
学
ぶ 

︱
」

群
馬
県
　
伊
勢
崎
市
立
赤
堀
南
小
学
校
　
五
年

�

角
　
橋
　
和
佳
奈

「
大
事
な
資
源
　
水
」

兵
庫
県
　
西
宮
市
立
香
櫨
園
小
学
校
　
四
年

�

森
　
　
祐
月
・
若
田
部
奏
汰

�

谷
岡
　
莉
穂
・
島
本
　
　
将

選 評

　
き
れ
い
な
水
を
作
る
際
に
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
よ
う
な
仕

組
み
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
他
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
水
の
役
割
や
水
の
力
、
水
の
種
類
と
様
々
な
視
点
で
上
手

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
に
感
謝
す
る
気
持
ち
も
紙
面

に
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
や
、
き
れ
い
な
水
の
あ
り
が

た
さ
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
者
に
あ
ら
た
め
て

節
水
を
心
が
け
よ
う
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
す
。

　
今
あ
る
大
地
の
恵
み
は
、
水
不
足
に
苦
し
ん
だ
先
人
た
ち

の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
女
堀
」
を
題
材

に
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

選 評

選 評
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高学年の部

選 評

選 評

努力賞
「
み
ず
新
聞
」

埼
玉
県
　
さ
い
た
ま
市
立
大
東
小
学
校
　
六
年

�

五�

十�

嵐
　
　
滉

「
考
え
て
み
よ
う
！ 

水
新
聞
」

広
島
県
　
東
広
島
市
立
造
賀
小
学
校
　
六
年

�

松
　
尾
　
風
　
優

都道府県 学校名

北海道
札幌市立東光小学校
登別市立富岸小学校
秩父別町立秩父別小学校

青森県
青森市立堤小学校
青森市立浪岡野沢小学校
五所川原市立三輪小学校

岩手県

盛岡市立津志田小学校
一関市立厳美小学校
雫石町立下長山小学校
平泉町立平泉小学校

宮城県
仙台市立沖野東小学校
仙台市立寺岡小学校

山形県
鶴岡市立朝暘第三小学校
東根市立東根中部小学校

福島県 田村市立古道小学校

茨城県

つくば市立沼崎小学校
坂東市立神大実小学校
守谷市立松前台小学校
結城市立結城西小学校

群馬県
伊勢崎市立赤堀南小学校
桐生市立新里東小学校

埼玉県

さいたま市立大東小学校
川口市立十二月田小学校
川口市立前川東小学校
星野学園小学校
久喜市立砂原小学校
狭山市立御狩場小学校
深谷市立豊里小学校
富士見市立水谷東小学校

千葉県

千葉市立千城台西小学校
千葉市立都小学校
市川市立稲荷木小学校
市川市立塩焼小学校
市原市立有秋東小学校
浦安市立美浜北小学校
柏市立柏第一小学校
袖ヶ浦市立平岡小学校
船橋市立飯山満小学校
大多喜町立西小学校

東京都 足立区立梅島小学校

応 校 覧募 一

　
生
活
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ
て
美
し
い
自
然
が
壊
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
水
の
使
い
方
を
通
し
て
、
昔
の
生
活
と
比
べ

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　川の汚れには家庭から出る生活排水が大きく関わって
いることを調べ、古新聞の活用や節水の方法、再利用法
などを具体的に提案しています。

都道府県 学校名

東京都

江戸川区立東小岩小学校
北区立滝野川小学校
江東区立越中島小学校
杉並区立永福小学校
杉並区立高井戸小学校
杉並区立桃井第四小学校
墨田区立小梅小学校
中央区立京橋築地小学校
豊島区立目白小学校
目黒区立駒場小学校
目黒区立中目黒小学校
稲城市立城山小学校
小平市立小平第六小学校
東久留米市立第五小学校
聖徳学園小学校

神奈川県

横浜市立青木小学校
横浜市立桂小学校
横浜市立小坪小学校
横浜市立鶴見小学校
横浜市立日吉南小学校
横浜市立本町小学校
相模原市立大島小学校
藤沢市立長後小学校
藤沢市立天神小学校
横須賀市立望洋小学校

新潟県

新潟市立大通小学校
小千谷市立片貝小学校
三条市立大崎小学校
上越市立上雲寺小学校

富山県
高岡市立平米小学校
砺波市立砺波東部小学校

長野県

長野市立篠ノ井西小学校
長野市立信田小学校
長野市立昭和小学校
上田市立神科小学校
岡谷市立田中小学校
茅野市立金沢小学校
松本市立芳川小学校
辰野町立辰野西小学校
白馬村立白馬北小学校

29 28



応 校 覧募 一応 規募 定

タイトル
第1回�全国小学生「わたしたちのくらしと水」
かべ新聞コンテスト

主　催
公益財団法人�セディア財団

後　援
全国市町村教育委員会連合会、全国連合小学校長
会、全国小学校社会科研究協議会、全国小学校理科
研究協議会、日本初等理科教育研究会、全国小学校
生活科・総合的な学習教育研究協議会、全国新聞
教育研究協議会、全国小中学校環境教育研究会

テーマ
「わたしたちのくらしと水」
〈テーマ例〉
〇�学校や家で使う水はどこからくるのかな？
〇�使ったあとの水はどうなるの？
〇�水をたいせつに使うためのくふう
〇�植物や作物などを上手に育てる水のやり方
〇�水のパワーをくらしに活かす方法
〇�世界の国々の水の使い方
〇�井戸ってなに？むかしの水とくらし
〇�もしも水道がなかったら？

応募方法
１．応募作品には1点ごとに、次の事項を明記し
た応募票を添付してください。

　①応募部門��②作品の題名��③学校名・学年
　④氏名（グループの場合は全員の氏名）
　⑤学校住所・電話番号　⑥担当教諭名
※裏面の応募票をご利用ください。
※�学校でまとめて応募する場合、封筒の表面に
「応募部門ごとの点数」を大きく朱書きしてく
ださい。
※�応募票はセディア財団またはプラスエムの
ホームページからもダウンロードできます。
２．作品は新聞形式のもので、もぞう紙・学習
新聞用紙など大きさは自由とします（タテ書
き・ヨコ書き自由）。

なお、低学年の部では、絵日記風の新聞でも
可とします。

３．画材は自由で、カラーでもモノクロでも自由。
また、イラスト・マンガ・写真などを入れる
ことも自由です。

４．手書きまたはパソコン・デジタルカメラ等
の使用も自由です。

応募部門
低学年の部（小学1年生〜3年生）
高学年の部（小学4年生〜6年生）

締め切り
2015年10月10日（土）（当日消印有効）

発表
12月予定�日本経済新聞「NIKKEIプラス1」広告紙
面／主催者及び運営事務局のホームページ

賞と賞品
１）個人賞・グループ賞
　　１．�最優秀賞：全応募作品から1作品� �

賞状、記念盾、副賞（図書カード5万円分）
　　２．�優秀賞：�低学年の部・高学年の部、� �

合計4作品　賞状、記念盾、副賞��
（同2万円分）

　　３．�佳　作：�低学年の部・高学年の部、� �
合計10作品� �
賞状・副賞（同2,000円分）

　　４．�努力賞：�低学年の部・高学年の部、� �
合計20作品� �
賞状、副賞（同1,000円分）

２）学校賞
　　学校奨励賞　　2校
　　賞状、記念盾、副賞（図書カード5万円分）
３）参加賞
　　応募者全員に記念品
※�応募規定にはありませんが、応募作品数が当初
の見込みを大幅に上回ったことと、優秀な作品
が多かったことから、「セディア財団特別賞」を
新設しました。

都道府県 学校名
岐阜県 養老町立広幡小学校

静岡県

静岡市立葵小学校
伊東市立宇佐美小学校
掛川市立上内田小学校
浜松市立有玉小学校
浜松市立庄内小学校
藤枝市立瀬戸谷小学校
焼津市立大富小学校

愛知県

名古屋市立自由ヶ丘小学校
稲沢市立坂田小学校
岡崎市立常磐小学校
刈谷市立小高原小学校
豊明市立三崎小学校
豊川市立小坂井東小学校
豊川市立桜町小学校
豊橋市立岩田小学校

三重県 桑名市立多度青葉小学校

京都府

京都市立大塚小学校
京都市立桃山小学校
京都教育大学附属桃山小学校
京都市立山ノ内小学校
立命館小学校
亀岡市立西別院小学校
長岡京市立長法寺小学校

大阪府

大阪市立小松小学校
大阪市立滝川小学校
大阪市立東中浜小学校
堺市立新浅香山小学校
寝屋川市立桜小学校
羽曳野市立高鷲小学校
箕面市立東小学校
八尾市立南高安小学校
太子町立磯長小学校

兵庫県

神戸市立伊川谷小学校
神戸市立花山小学校
赤穂市立高雄小学校
加古川市立上荘小学校
加古川市立平荘小学校
加西市立富合小学校
川西市立久代小学校

都道府県 学校名

兵庫県

宝塚市立高司小学校
西宮市立香櫨園小学校
姫路市立広峰小学校
南あわじ市立福良小学校
南あわじ市立八木小学校

奈良県 桜井市立安倍小学校
和歌山県 和歌山市立雑賀小学校

島根県
松江市立古江小学校
出雲市立北陽小学校

鳥取県 八頭町立郡家西小学校

岡山県
岡山市立芥子山小学校
瀬戸内市立牛窓東小学校
新見市立思誠小学校

広島県

広島市立五日市観音西小学校
広島市立船越小学校
広島市立古田台小学校
広島大学附属小学校
呉市立坪内小学校
庄原市立永末小学校
東広島市立造賀小学校
府中町立府中南小学校

徳島県
徳島市渋野小学校
阿南市立桑野小学校

愛媛県
宇和島市立吉田小学校
新居浜市立金子小学校

福岡県
福岡市立東月隈小学校
筑紫野市立原田小学校
宗像市立河東西小学校

佐賀県 佐賀市立春日北小学校

熊本県

熊本市立富合小学校
氷川町立宮原小学校
益城町立広安西小学校
南阿蘇村立南阿蘇西小学校

鹿児島県
鹿児島市立鴨池小学校
鹿児島市立八幡小学校
鹿児島市立吉野小学校

沖縄県
宜野湾市立大謝名小学校
名護市立名護小学校

合計 158校
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